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17
回
目
を
迎
え
た
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催

の
公
開
講
座
「
歴
史
を
紐
と

く
　
関
東
を
考
え
る
｜
近
世

〜
近
代
編
｜
」（
全
６
回
）

が
９
月
29
日
か
ら
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
始
ま
っ
た
。
専
修

大
学
・
川
崎
市
教
育
委
員
会

連
携
事
業
。

　
文
学
部
の
教
員
ら
が
昨
年

の
古
代
〜
中
世
編
に
続
き
近

世
、
近
代
の
関
東
を
多
角
的

な
視
点
で
語
る
。
初
日
は
坂

誥
智
美
法
学
部
准
教
授
（
日

本
法
制
史
）
と
西
澤
美
穂
子

文
学
部
非
常
勤
講
師
（
日
本

近
世
史
）
が
登
壇
、
延
べ
５

２
０
人
が
聴
講
し
た
。

　
坂
誥
准
教
授
は
「
城
下
町

『
江
戸
』
の
イ
ン
フ
ラ
を
考

え
る
」
と
し
て
、
大
都
市
と

な
っ
た
江
戸
で
飲
料
水
の
確

保
と
生
活
排
水
・
ご
み
処
理

が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か

講
演
。
玉
川
上
水
（
羽
村
市

〜
新
宿
区
四
谷
）
の
写
真
や

東
京
都
水
道
歴
史
館
（
文
京

区
）
の
資
料
を
紹
介
し
な
が

ら
解
き
明
か
し
た
。

　
学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト

で
神
田
上
水
の
遺
跡
発
掘
調

査
に
携
わ
り
「
江
戸
の
生
活

環
境
が
ど
ん
な
法
令
や
仕
組

み
で
守
ら
れ
て
い
た
の
か
興

味
を
持
っ
た
」
と
自
身
の
研

究
テ
ー
マ
と
の
関
わ
り
を
説

明
。「
武
家
も
町
方
も
経
済

力
に
応
じ
て
維
持
管
理
費
を

徴
収
さ
れ
た
」「
ご
み
収
集

は
、
は
や
り
・
す
た
り
の
な

い
確
実
な
仕
事
。
安
価
で
請

自然科学研究所公開講演会
「統計解析の実際
 ～理論から実データ解析まで～」
日10月27日㈯

時13時30分～ 16時

場生田キャンパスラーニングスタジオ211

講西山貴弘経営学部准教授▽村上秀俊東京

理科大学理学部准教授

※申し込み不要

問自然科学研究所 ☎044・911・0588

法学研究所・法学部共催
学生と市民のための公開講座
　2016年度から開講している「現場からの法

律学・政治学」第３シリーズ（全３回）。各

テーマに沿って報告者と本学教員が論じ合

う。

日①10月27日㈯ 国際法・国際政治の現場から

　②11月10日㈯ 刑事法・刑事政策の現場から

　③12月８日㈯ 地方行政の現場から

時14時～ 16時

場①②神田キャンパス209教室

　③神田キャンパス542教室

問法学研究所事務局

 houken@isc.senshu-u.ac.jp

大学院経済学研究科政策科学シンポジウム
「日本の財政の行方
 ―破綻は避けられるか―」
日10月30日㈫

時14時30分～ 18時

場神田キャンパス731教室

【基調講演】田近栄治成城大学特任教授

【パネルディスカッション】小黒一正法政大

学経済学部教授▽原田博夫本学大学院経済学

研究科教授▽鈴木将覚同教授

※要申し込み（ＨＰにフォーム有）

問大学院事務課（生田） ☎044・911・1271

　　　　　　　（神田） ☎03・3265・6568

大学院公開講座ＰＡＲＴ２
「日本経済：目先の安定と将来の不安」
日 講 ①11月９日㈮湯元健治日本総合研究所

 副理事長／客員教授

　　　②11月16日㈮田中隆之本学大学院

 経済学研究科教授

　　　③11月30日㈮櫻井宏二郎同教授

　　　④12月７日㈮中村吉明同教授

時18時30分～ 20時

場神田キャンパス731教室 

※要申し込み（ＨＰにフォ

ーム有）。１回のみの受講

も可能

問大学院事務課（神田）

　　　　　☎03・3265・6568

第169回国際交流特別講演会
「やさしい英語による経済学講座」
　スティーブン・リム経済学部海外客員教授

（ニュージーランド、ワイカト大学）による

５回講演。

日①11月10日㈯　②17日㈯　③24日㈯

　④12月１日㈯　⑤15日㈯

時10時～ 11時30分

場生田キャンパス511教室（予定）

※要申し込み（ＨＰにフォーム有）

問国際交流事務課 ☎044・911・1250

 iaffairs@acc.senshu-u.ac.jp

情報科学研究所公開講座
「ＩＴ×ものづくり入門～コンピュータを使
って工作を体験してみよう！」

日11月３日㈯

時13時～ 16時

場生田キャンパス９号館４階

【対象】小学校高学年以上（小学生は保護者

同伴）

※先着30人。事前登録制 

（https://goo.gl/NUixB7）

10月18日締め切り。

問情報科学研究所「公開

講座」係

 koukai-kouza@isc.senshu-u.ac.jp

社会知性開発研究センター／古代東ユーラシ
ア研究センター第２回シンポジウム
「東ユーラシア地域論の現在
 ―交流・交易からみた北と南―」
日11月17日㈯

時10時30分～ 17時30分

場神田キャンパス302教室

講新津健一郎氏（東京大学大学院博士課程）

▽菊池百里子氏（人間文化研究機構総合情報

発信センター研究員）▽蓑島栄紀氏（北海道

大学アイヌ・先住民研究センター准教授）▽

髙橋昌明氏（神戸大学名誉教授）

※要申し込み（ＨＰにフォーム有）

問社会知性開発研究センター事務課

 ☎044・911・1347

 socio@acc.senshu-u.ac.jp

多摩区３大学コンサート
　～水と緑と学びのまち～
　専修大学（混成合唱団カッパコーラス部）、

日本女子大学（しゅわクローレ）、明治大学

（Wind Orchestra）の３団体が出演。

日11月17日㈯

時13時40分～

場川崎市多摩市民館ホール

問多摩区役所企画課 ☎044・935・3147

専修大学・小田急財団講演会
「小田急沿線の近現代史
 ～なぜ駅はそこに作られたか～」
　生田キャンパス開設70周年を記念して行わ

れる講演会。11月９日～ 28日には、サテラ

イトキャンパスで特別展示「『学びのまち』

多摩区の源流をたずねて―小田急線の開通と

生田界隈の変容―」を開催。

日11月23日（金・祝）

時14時～ 15時30分

場生田キャンパス（教室未定）

講永江雅和経済学部教授

※定員150人。要申し込み（http://www.odak

yu-zaidan.or.jp/event/modern_history/）。

10月20日締め切り

問公益財団法人小田急財団 ☎03・3349・2473

第１回学芸員課程セミナー
「博物館、学芸員のしごと」
　学芸員課程が展開されて30年の節目を記念

して、セミナーを実施。講演のほか、今年度

の受講生が展示実習の成果を公開する。

日12月15日㈯

時13時20分～ 17時

場生田キャンパスラーニングシアター 201

講竹内智晴氏（石岡市教育委員会文化振興

課）▽細川海里氏（メトロ文化財団地下鉄博

物館）▽高木結美氏（国立文化財機構・文化

財活用センター）

※要申し込み（ＨＰにフォーム有）。12月10

日締め切り

問教務課資格課程係

 skyomu@acc.senshu-u.ac.jp

の公開講座・イベント情報のの秋 受講無料
日 開催日　時 時間　場 場所　講 講師
問 問い合わせ　 Ｅメールアドレス

　
大
学
院
公
開
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
１
「
日
本
文
化
と
日
本

語
」
が
10
月
５
日
か
ら
始
ま

っ
た
（
26
日
ま
で
、
全
４

回
）。
５
日
は
翻
訳
家
で
東

京
都
中
野
区
観
光
大
使
、
ク

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
を
務
め
る
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
ボ
ア
ズ
さ
ん
が
登
壇
。

「
欧
米
圏
に
お
け
る
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
の
受
容
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
学
生
ら
が
聴

い
た

写
真
。

　
１
８
６
７
年
の
パ
リ
万
博

か
ら
始
ま
る
日
本
文
化
の
交

　
11
月
２
日
ま
で
「
ベ
ト
ナ
ム
フ
ォ

ー
・
フ
ェ
ア
」
を
展
開
中
。
米
粉
製

の
麺
を
さ
ま
ざ
ま
な

具
と
ス
ー
プ
で
味
わ

う
企
画
で
、
週
替
わ

り
６
種
類
（
各
５
０

０
円
）。
あ
さ
り
や

蒸
し
鶏
な
ど
に
続
き

10
月
第
３
週
は
練
り

ご
ま
が
濃
厚
な
担
々

ス
ー
プ
、
第
４
週
は

ワ
ン
タ
ン
、
最
終
週

は
肉
み
そ
入
り
と
飽

き
さ
せ
な
い
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
だ
。

歴史を紐とく 関東を考える―近世～近代編―

多角的な視点で解く

江
戸
の
水
事
情
と
ご
み
問
題
を

語
っ
た
坂
誥
准
教
授

　
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
食
堂
の
生
田
会
館
１
階
と
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
で
後
期

か
ら
国
際
色
豊
か
な
企
画
が
始
ま
り
、
人
気
を
呼
ん
で

い
る
。
世
界
各
国
の
名
物
料
理
や
、
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン

フ
ェ
ア
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
品
と
味
を
学
生

に
提
供
。
運
営
す
る
東
京
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
は
「
工
夫
し

利
用
者
の
期
待
に
応
え
た
い
」
と
意
気
込
む
。
生
田
会

館
は
ア
ジ
ア
ン
メ
ニ
ュ
ー
が
中
心
、
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ

は
和
洋
折
衷
。
通
常
メ
ニ
ュ
ー
で
も
後
期
か
ら
新
品
目

が
登
場
し
た
。

学
食 

国
際
色
豊
か

生
田
会
館

　
10
月
中
、
世
界
料

理
メ
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ア

を
開
催
。
海
外
旅
行
で
行
っ
て
み
た
い
国
々
の
名
物
料

理
を
取
り
上
げ
た
。
ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
（
ア
メ
リ
カ
）、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
グ
リ
ル
チ
キ
ン
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
な
ど
た
っ

ぷ
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
空
腹
を
満
た
し
て
く
れ
る
。
10

月
後
半
は
串
焼
き
肉
の
ス
ブ
ラ
キ
（
ギ
リ
シ
ャ
）、
ビ

ビ
ン
バ
カ
ル
ビ
（
韓
国
）
が
登
場
す
る
。
ほ
か
に
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
人
気
の
イ
ン
ド
人
シ
ェ
フ
に
よ
る
カ
レ

ー
フ
ェ
ア
も
開
催
さ
れ
話
題
を
呼
ん
だ
。

グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ

　
文
学
部
米
村
み
ゆ
き
ゼ
ミ

の
柿
崎
美
歩
さ
ん
（
文
３
）

は
「
あ
い
ま
い
だ
っ
た
ク
ー

ル
ジ
ャ
ン
パ
ン
と
い
う
言
葉

の
概
念
を
整
理
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
日
本
の
内
側
と
外

側
と
い
う
視
点
の
変
化
に
よ

っ
て
、
物
事
の
見
方
が
変
わ

る
こ
と
が
理
解
で
き
た
」
と

話
し
た
。

　
今
年
度
の
大
学
院
公
開
講

座
は
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
を
文
学
研

究
科
が
担
当
。
日
本
文
化
の

欧
米
で
の
受
容
と
、
日
本
語

の
発
音
や
発
声
な
ど
に
つ
い

て
講
演
す
る
。
経
済
学
研
究

科
が
担
当
す
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

の
日
程
な
ど
は
下
段
参
照
。

流
史
を
解
説
し
、「
漫
画
や

ゲ
ー
ム
な
ど
日
本
の
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
が
世
界
に
注
目
さ

れ
て
い
る
現
在
の
状
況
は
、

19
世
紀
に
浮
世
絵
が
世
界
に

衝
撃
を
与
え
た
の
と
同
じ
現

象
」
と
論
じ
た
。
日
本
の
ク

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
に
つ
い

て
、「
ク
ー
ル
（
カ
ッ
コ
イ

イ
）
は
定
義
で
き
な
い
も
の

だ
が
、
そ
れ
は
日
本
の
文
化

に
本
質
的
に
備
わ
っ
て
い

る
。『
日
本
は
こ
う
だ
』
と

い
う
日
本
人
の
視
点
で
プ
ッ

シ
ュ
す
る
（
押
し
出
す
）
の

で
は
な
く
、『
あ
な
た
に
と

っ
て
の
日
本
と
は
』
と
い
う

外
国
人
の
視
点
で
プ
ル
す
る

（
引
っ
張
り
出
す
）こ
と
で
、

魅
力
が
広
が
る
」
と
話
し
、

今
後
に
向
け
「
帰
国
子
女
な

ど
国
際
経
験
が
豊
か
な
ヒ
ュ

ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結

ん
だ
。

▽
10
月
13
日

｢

関
東
出
身

兵
士
の
日
清
戦
争
体
験
〜
従

軍
日
記
と
手
紙
か
ら
読
み
解

く
〜｣

大
谷
正
文
学
部
教

授
、｢

多
摩
で
生
ま
れ
た
五

日
市
憲
法
の
先
駆
性
〜
発
見

50
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
〜

｣
新
井
勝
紘
元
同
教
授

▽
10
月
20
日
「
カ
ル
テ
か
ら

読
み
解
く
地
域
医
療
の
『
近

代
化
』」
廣
川
和
花
同
准
教

授
、「
関
東
大
震
災
と
神
奈

川
・
東
京
」
田
中
正
敬
同
教

授 け
負
う
新
規
参
入
者
が
現
れ

る
と
、
既
存
の
業
者
は
組
合

を
結
成
し
て
阻
止
し
た
」
な

ど
生
活
感
あ
ふ
れ
る
話
が
多

く
、
参
加
者
は
引
き
込
ま
れ

て
い
た
。

　
西
澤
非
常
勤
講
師
は
「
開

国
へ
の
移
行
と
庶
民
」
と
題

し
、
幕
末
に
茨
城
県
西
部
産

の
猿さ

島し
ま

茶
の
輸
出
を
成
功
さ

せ
た
地
元
の
豪
農
、
中
山
元

成
の
日
記
を
紹
介
し
、
時
代

背
景
を
語
っ
た
。

ほ
か
の
テ
ー
マ
と
講
師

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
探
る
大
学
院
公
開
講
座

「
日
本
文
化
と
日
本
語
」


